
 

  ２日： 半夏生 

 ７日： 小暑： 

１４日： 満月 旧６月 １４日 

２３日： 大暑 

２９日： 新月 旧７月 １日 

 

    大暑に向けて作物も雑草も急成長 

 

 今年の赤ビーツは、販売の優位性を考慮して全量有機ＪＡＳ仕様で栽培しています。また、次期

をずらして４回播種をして、今まで気になっている塔立ちの状況を確認中です。作業量を考えたら

ある程度の量で分割した方が作業が楽だと思います。 

苗作りの土は、有機ＪＡＳ専用の育苗土を使い、浴光ハウスにテントを敷きその上にミニコンを

並べてからビーツを播種したトレーを並べています。播種時期に合わせてシートやﾋﾞﾆｰﾙを掛けて

管理しています。 

 昨年は、４列移植す

るのに４人の研修生

の手植えで７時間掛

かりました。しかも、

足腰が痛くなります。 
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４月１日 １回目 播種                ５月１６日 １回目 移植 

 今年の１回目の

移植作業は、こんな

に明るい感じ。新規

導入した移植機を

使って５時間近く

掛かってしまいま

した。問題は苗取り。 

 移植後は、旱魃問

題。 

 

４月１３日 ２回目 播種               ６月 ４日 ２回目 移植 

 ２回目は天気と

の駆引き。雨が降っ

たり止んだり。 

 前回の苗の間引

き作業をしてから

今日使う苗をﾄﾚｰか

ら外す作業をハウ

ス内で行い意を決

して移植作業。 

 

５月１６日 ３回目 播種               ６月２７日 ３回目 移植 

２回目の移植は

２時間で終了し、残

った時間で４回目

の播種作業。 

 ３回目の移植は、

最低速度で一人作

業。これでも、大体

２時間作業。 

 

 

６月 ４日 ４回目 播種               ７月 ９・１１日 ４回目 移植 

 ４回目の移植は、

夕方５時過ぎ。移植

後の培土を考えて

うねを低くした為

作業性が悪くなり

１９時半過ぎ暗く

なり止めました。家

族作業。 


